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細
谷
雄
一
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
細
谷
雄
一
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
『
英
国
外
交
と
国
際
秩

序
　
　
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の
形
成
、
一
九
四
五
年
－
一
九
五
一

年
』
（
A
4
版
、
上
下
二
段
組
、
四
五
二
頁
、
三
四
万
三
九
六
七
字
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
八
五
九
枚
）
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
六

年
に
わ
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
後
秩
序
形
成
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
を
、

英
国
外
交
を
中
心
に
論
じ
た
、
大
変
意
欲
的
な
研
究
で
あ
る
。

　
　
1
　
論
文
の
構
成

　
本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

特別記事

　
序
　
章
　
現
代
国
際
政
治
史
の
再
構
築

第
一
部
　
秩
序
と
平
和
ー
大
国
間
協
調
体
制
と
講
和
条
約
形
成

　
第
一
章
大
国
問
国
際
政
治
の
展
開

　
　
第
一
節
　
英
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策

　
　
第
二
節
　
米
国
の
世
界
政
策
と
戦
後
構
想

　
　
第
三
節
　
ド
・
ゴ
ー
ル
と
解
放
後
フ
ラ
ン
ス

　
　
第
四
節
　
英
ソ
関
係
と
「
勢
力
圏
」
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第
五
節
　
ヤ
ル
タ
首
脳
会
談
と
ド
イ
ツ
分
割
合
意

　
第
二
章
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
終
戦
と
ポ
ツ
ダ
ム
首
脳
会
談
－
一
九
四
五

　
　
　
　
　
年

　
　
第
一
節
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
勝
後
の
英
国
外
交

　
　
第
二
節
　
ポ
ツ
ダ
ム
首
脳
会
談

　
　
第
三
節
　
英
国
の
戦
後
秩
序
構
想
の
展
開

　
第
三
章
　
外
相
理
事
会
と
講
和
条
約
問
題
1
］
九
四
五
年

　
　
第
一
節
ロ
ン
ド
ン
外
相
理
事
会

　
　
第
二
節
　
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談

　
第
四
章
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
冷
戦
の
発
展
－
一
九
四
六
年

　
　
第
一
節
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
冷
戦
の
起
源

　
　
第
二
節
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
発
展

　
　
第
三
節
　
英
国
に
お
け
る
対
ソ
戦
略
の
形
成

　
第
五
章
　
パ
リ
講
和
会
議
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
講
和
条
約
－
一
九
四
六

　
　
　
　
　
－
四
七
年

　
　
第
一
節
パ
リ
外
相
理
事
会
と
講
和
条
約
創
案

　
　
第
二
節
　
パ
リ
講
和
会
議
と
講
和
条
約
調
印

第
二
部
復
興
と
自
立
－
英
仏
協
調
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

　
第
六
章
　
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
－
一
九
四

　
　
　
　
　
七
年

　
　
第
一
節
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
へ
の
道

　
　
第
二
節
　
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　
第
三
節
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
と
外
相
理
事
会
の
決
裂

　
第
七
章
　
「
第
三
勢
力
」
構
想
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
－
一
九
四

　
　
　
　
　
八
年

　
　
第
一
節
「
第
三
勢
力
」
と
し
て
の
西
欧
同
盟

　
　
第
二
節
　
「
第
三
勢
力
」
構
想
の
動
揺

　
　
第
三
節
　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
と
地
域
的
機
構
成
立

　
第
八
章
　
西
欧
同
盟
と
欧
州
審
議
会
－
一
九
四
八
－
四
九
年

　
　
第
一
節
　
西
欧
同
盟
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

　
　
第
二
節
　
ハ
ー
グ
会
議
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
」
構
想

　
　
第
三
節
　
「
欧
州
議
会
」
構
想
と
英
仏
対
立

　
　
第
四
節
　
欧
州
審
議
会
と
連
邦
主
義
的
統
合
の
限
界

　
第
九
章
　
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
と
英
仏
関
係
－
一
九
四
九
ー
五

　
　
　
　
〇
年

　
　
第
一
節
　
英
仏
協
調
の
動
揺
と
限
界

　
　
第
二
節
　
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
の
起
源

　
　
第
三
節
　
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
外
交

第
三
部
　
抑
止
と
安
全
－
大
西
洋
同
盟
と
ド
イ
ツ
再
軍
備
問
題

　
第
一
〇
章
英
米
関
係
と
大
西
洋
同
盟
ー
一
九
四
八
ー
五
〇
年

　
　
第
一
節
　
「
大
西
洋
同
盟
」
構
想
と
英
米
関
係

　
　
第
二
節
　
西
欧
同
盟
か
ら
大
西
洋
同
盟
へ

　
第
一
一
章
　
「
ド
イ
ツ
問
題
」
と
ド
イ
ツ
再
軍
備
間
題
ー
一
九
四

　
　
　
　
九
－
五
〇
年

　
　
第
一
節
「
ド
イ
ツ
問
題
」
と
国
際
秩
序

　
　
第
二
節
　
英
国
の
ド
イ
ツ
政
策
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第
三
節
　
冷
戦
と
西
側
軍
事
統
合
計
画

第
二
］
章
北
大
西
洋
条
約
機
構
の
確
立
－
一
九
五
〇
年

　
第
一
節
　
北
大
西
洋
条
約
の
軍
事
機
構
化
問
題

　
第
二
節
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
会
談
と
西
側
防
衛
問
題

　
第
三
節
プ
レ
ヴ
ァ
ン
・
プ
ラ
ン

　
第
四
節
　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会
談
と
大
西
洋
同
盟
の
確
立

終
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
」
体
制
と
し
て
の
戦
後
秩
序

参
考
文
献

2
　
内
容
紹
介

　
戦
後
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
国
際
政
治
を
論
じ
る
研
究
は
、
わ
が
国
の
学

界
に
お
い
て
も
、
欧
米
の
学
界
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
米
ソ
の

冷
戦
と
し
て
の
視
点
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
外
交
史
と
し
て
の
視
点

か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
論

文
は
、
英
米
仏
ソ
の
戦
勝
四
大
国
に
よ
る
外
交
交
渉
と
い
う
基
本
枠

組
み
を
設
定
し
、
そ
の
な
か
で
英
国
外
交
の
影
響
力
の
重
要
性
を
認

識
す
る
と
い
う
、
新
し
い
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
政
治
史
の
解
釈
を

提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
歴
史
は
、

冷
戦
史
か
ら
離
れ
て
別
個
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
現
在
に
お
い

て
も
N
A
T
O
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
と
E
U
（
欧
州
連
合
）
が

別
々
に
研
究
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
文
は
、

冷
戦
史
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
が
別
々
に
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
政
治
史
を
め
ぐ
る
二
つ
の
大
き
な
歴
史
認

識
、
す
な
わ
ち
「
米
ソ
冷
戦
史
観
」
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
観
」

を
融
合
す
る
必
要
を
説
き
、
戦
後
秩
序
形
成
の
外
交
過
程
を
再
検
討

す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。
細
谷
君
は
、
近
年
利
用
可
能
に
な
っ

た
膨
大
な
未
公
刊
外
交
資
料
を
十
分
に
駆
使
し
て
、
国
際
政
治
史
の

大
き
な
流
れ
を
組
み
立
て
直
す
作
業
、
細
谷
君
の
言
葉
を
使
え
ば
、

「
現
代
国
際
政
治
史
の
再
構
築
」
を
試
み
て
い
る
。

　
ま
ず
序
章
で
は
、
本
論
文
に
お
け
る
問
題
意
識
を
提
示
し
、
先
行

研
究
を
概
観
し
た
上
で
、
上
記
の
よ
う
な
新
た
な
視
点
の
必
要
を
説

い
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
後
秩
序
形
成
過
程
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
講
和

条
約
作
成
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
統
合
の
形
成
、
大
西
洋
同
盟
の
確
立
と

い
う
、
三
つ
の
枠
組
み
の
な
か
で
論
じ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
第
］

部
、
第
二
部
、
第
三
部
を
構
成
し
て
い
る
。

　
第
一
部
で
は
、
英
ソ
間
の
地
政
学
的
対
立
を
軸
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
講
和
条
約
作
成
過
程
に
お
け
る
大
国
間
協
調
の
発
展
と
限
界
を
、

外
相
理
事
会
と
い
う
講
和
条
約
作
成
の
た
め
の
組
織
に
注
目
し
て
論

じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
英
米
仏
ソ
の
四
大
国
間
で
戦
後
秩
序
形
成

を
め
ぐ
る
協
調
と
対
立
の
様
相
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
部

で
は
、
大
国
間
協
調
の
限
界
か
ら
、
英
仏
協
調
を
軸
と
し
た
「
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
統
合
」
が
胎
動
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
含
を
め
ぐ
る
西
ヨ
ー
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ロ
ッ
パ
諸
国
間
の
交
渉
過
程
を
論
じ
て
い
る
。
第
三
部
で
は
、
冷
戦

の
進
展
と
と
も
に
、
英
国
政
府
が
「
大
西
洋
同
盟
」
形
成
の
必
要
を

認
識
す
る
に
至
る
過
程
を
、
ド
イ
ツ
再
軍
備
問
題
を
軸
に
考
察
し
て

い
る
。
英
国
政
府
は
、
西
側
勢
力
の
形
成
を
政
治
的
に
も
、
軍
事
的

に
も
、
希
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
西
ド
イ
ツ
も
そ
こ
に
包
摂
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
」
体
制
と
し
て
の
、

戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の
輪
郭
が
明
ら
か
と
な
る
。
以
下
、
各
章
の

内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
第
一
章
で
は
、
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
五
年
半
ば
に
至
る
ま
で

の
英
米
仏
ソ
四
大
国
間
の
戦
後
秩
序
形
成
を
め
ぐ
る
外
交
を
概
観
し

て
い
る
。
こ
の
四
大
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
理
念
と
利
益
を
抱
え

て
、
戦
後
世
界
を
想
い
描
い
て
い
た
か
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
戦
時
中
の
大
同
盟
に
よ
る
戦
時
協
調
か
ら
終
戦
外

交
へ
至
る
大
国
間
国
際
政
治
を
展
望
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
後
秩

序
形
成
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
不
和
の
種
子
が
、
す
で
に
萌
芽
の
状
態

で
あ
っ
た
こ
と
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
、
対
独
終
戦
か
ら
ポ
ツ
ダ
ム
首
脳
会
談
に
至
る
ま
で

の
、
英
米
ソ
三
大
国
の
間
の
政
治
的
駆
け
引
き
、
戦
後
構
想
の
具
体

化
の
過
程
が
、
英
国
政
府
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
英
国
は
、

ポ
ツ
ダ
ム
会
談
を
前
後
し
て
、
「
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
」
構
想
を
考
案
し

つ
つ
あ
り
、
こ
れ
が
後
の
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
機
構
、
西
欧
同

盟
」
、
そ
し
て
「
西
側
勢
力
の
結
集
」
へ
と
発
展
す
る
。
つ
ま
り
、

英
国
の
戦
後
秩
序
構
想
は
、
こ
の
「
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
」
構
想
に
、
そ

の
中
核
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
細
谷
君
の
主
張
で
あ
る
。

他
方
、
ポ
ツ
ダ
ム
首
脳
会
談
で
は
、
大
国
間
協
調
の
脆
弱
性
が
露
呈

さ
れ
、
曖
昧
な
ま
ま
で
の
合
意
が
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
立
を
生
む
こ

と
に
な
っ
た
と
説
明
す
る
。

　
第
三
章
は
、
一
九
四
五
年
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
三
ヵ
月
の
間

に
お
け
る
外
相
理
事
会
で
の
戦
後
処
理
問
題
の
考
案
に
あ
て
ら
れ
て

い
る
。
戦
後
秩
序
形
成
の
た
め
の
外
交
交
渉
が
外
相
理
事
会
を
舞
台

に
始
動
し
た
が
、
世
論
の
期
待
に
反
し
て
、
戦
勝
大
国
は
、
も
は
や

協
調
に
よ
っ
て
戦
後
処
理
を
進
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
死
活
的
利
益
に
お
け
る
非
妥

協
的
な
態
度
と
、
周
辺
的
事
項
に
対
す
る
譲
歩
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

極
め
て
緩
慢
な
ス
ピ
ー
ド
で
会
議
が
進
行
し
た
。
そ
れ
を
単
純
に
大

国
間
協
議
の
「
失
敗
」
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
細
谷
君
は
慎
重

な
る
外
交
交
渉
の
連
続
と
解
釈
す
る
。

　
第
四
章
で
は
、
一
九
四
六
年
初
頭
に
ソ
連
外
交
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

性
を
強
め
て
い
き
、
英
米
両
国
政
府
の
内
部
で
、
対
ソ
強
硬
姿
勢
が

固
ま
り
つ
つ
あ
る
様
子
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
冷
戦
の
起
源
と
位
置
づ
け

て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
有
名
な
ジ
ョ
ー
ジ
・
F
・
ケ

ナ
ン
の
長
文
電
報
と
と
も
に
、
駐
ソ
英
国
大
使
館
の
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
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バ
ー
ツ
公
使
が
送
っ
た
「
ロ
バ
ー
ツ
報
告
」
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
英
国
政
府
は
、
米
国
政
府
と
比
べ
て
、
大
国
間
の
利
害
調

整
の
可
能
性
を
確
信
し
、
難
し
い
対
ソ
協
調
の
枠
組
み
を
維
持
し
よ

う
と
し
た
。
そ
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
大
国
間
協
調
の
枠

組
み
が
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
講
和
条
約
策
定
の
作
業
に
お
い

て
、
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説
明
す
る
。

　
第
五
章
で
は
、
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
を
除
く
旧
枢
軸
諸
国
と
の
講
和
条
約
を
策
定
す
る
過
程
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
パ
リ
講
和
会
議
お
よ
び
一
九
四
七
年
二
月
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
講
和
会
議
は
、
従
来
の
外
交
史
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
考
察
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
と
く
に
講
和
条
約
を
作
成
す
る
過
程
に
お
け
る
大
国
間
協
調

の
成
果
と
そ
の
限
界
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
限
界
こ
そ
が
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
後
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
ド
イ
ツ
講

和
条
約
問
題
へ
と
移
る
と
と
も
に
、
よ
り
明
白
と
な
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

　
復
興
と
自
立
1
ー
英
仏
協
調
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
題
し
た
第

二
部
に
お
い
て
、
ま
ず
第
六
章
で
は
一
九
四
七
年
春
の
モ
ス
ク
ワ
外

相
理
事
会
か
ら
同
年
秋
の
ロ
ン
ド
ン
外
相
理
事
会
に
至
る
半
年
の
間

に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
」
の
現
実
が
明
確
と
な
っ
て
い
っ
た
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
重
要
な
転
機
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
計
画

と
し
て
、
一
九
四
七
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
と
っ
て
、
こ
の
米
国
の
経
済
援
助

計
画
に
参
加
す
る
か
否
か
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
線
の
ど
ち
ら
側
に

位
置
す
る
か
の
重
要
な
試
金
石
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
大

国
問
協
調
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
り
、
英
国
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な

る
戦
後
秩
序
形
成
の
作
業
に
着
手
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
細
谷
君

は
解
釈
す
る
。

　
第
七
章
で
は
、
英
仏
両
国
が
中
心
に
な
っ
て
、
米
ソ
両
国
に
対
抗

す
る
「
第
三
勢
力
」
の
形
成
を
目
指
す
外
交
交
渉
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
一
九
四
八
年
一
月
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ベ
ヴ
ィ
ン
英
外
相
は
、
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
植
民
地
を
含
め
て
強
力
な
「
西
欧
同
盟
」
を
形
成

す
る
こ
と
を
英
国
の
重
要
な
外
交
目
標
に
設
定
し
た
。
こ
の
構
想
が
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
二
月
革
命
を
契
機
と
し
て
、
三
月
の
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
条
約
に
結
実
し
た
と
解
釈
す
る
。

　
第
八
章
で
は
、
こ
の
西
欧
同
盟
と
い
う
国
際
機
構
の
な
か
で
、
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
将
来
像
を
め
ぐ
っ
て
理
念

を
対
立
さ
せ
て
い
く
様
子
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
争
点
は
、

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ド
ー
仏
外
相
が
提
案
し
た
「
欧
州
議
会
」
構
想
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
超
国
家
的
な
組
織
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
構
成
国

の
主
権
に
手
を
ふ
れ
な
い
政
府
間
協
議
の
場
に
す
る
か
で
、
英
仏
両

国
が
対
立
し
た
。
結
局
、
英
国
の
意
見
を
強
く
反
映
し
た
欧
州
審
議
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会
規
約
が
調
印
さ
れ
た
が
、
英
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
な
ど

の
大
陸
諸
国
と
は
戦
後
秩
序
構
想
を
め
ぐ
る
温
度
差
を
実
感
し
、
大

陸
諸
国
と
の
協
調
か
ら
次
第
に
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
第
九
章
で
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
間
で
重
要
な
外
交
問
題
と
な

っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
問
題
が
、
一
九
五
〇
年
五
月
に
シ
ュ
ー

マ
ン
・
プ
ラ
ン
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
結
論
を
み
た
過
程
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
英
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
め
ぐ
る
外
交

的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
喪
失
し
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
は
フ

ラ
ン
ス
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
、
英
国
を
抜

き
に
し
た
大
陸
諸
国
の
み
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
で
あ
っ
た
。
英

国
は
、
も
は
や
「
西
欧
同
盟
」
で
は
な
く
、
「
大
西
洋
同
盟
」
の
強

化
を
第
一
の
外
交
目
標
と
す
る
に
至
っ
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
抑
止
と
安
全
－
大
西
洋
同
盟
と
ド
イ
ツ
再
軍
備
問
題
と
題
し
た

第
三
部
に
お
い
て
、
ま
ず
第
一
〇
章
で
は
、
英
国
の
外
交
目
標
が
、

英
米
関
係
の
強
化
と
大
西
洋
条
約
の
締
結
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
過

程
が
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。
英
国
が
英
仏
関
係
よ
り
も
英
米
関

係
を
優
先
さ
せ
、
西
欧
同
盟
よ
り
も
大
西
洋
同
盟
を
重
視
す
る
の
は
、

勢
力
圏
を
拡
大
す
る
共
産
主
義
勢
力
へ
の
危
機
意
識
と
主
権
の
委
譲

を
と
も
な
う
超
国
家
的
統
合
へ
の
危
惧
が
あ
っ
た
。
結
局
、
英
国
は
、

「
西
側
勢
力
の
結
集
」
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
、
そ
の
な
か
に
一
九

四
九
年
に
成
立
し
た
西
ド
イ
ツ
を
加
え
る
こ
と
を
試
み
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
第
一
一
章
で
は
、
英
国
政
府
が
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
を
め
ぐ

る
問
題
の
核
心
を
「
ド
イ
ツ
問
題
」
と
み
な
し
、
ド
イ
ツ
を
戦
後
秩

序
の
な
か
に
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
に
苦
悩
す
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
「
ド
イ
ツ
間
題
」
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
生
じ
た
問

題
で
は
な
く
、
一
九
世
紀
以
来
、
と
く
に
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
て

以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
抱
え
る
最
大
の
外
交
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
ド
イ
ツ
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め
に
、
英
国
政
府
は
安
定
的

な
国
際
秩
序
形
成
を
試
み
、
そ
の
外
交
的
努
力
を
傾
注
し
た
と
解
釈

す
る
。

　
第
一
二
章
で
は
、
英
国
政
府
が
、
西
ド
イ
ツ
を
大
西
洋
同
盟
の
な

か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ド
イ
ツ
問
題
」
を
解
決
す
る
と

と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
米
国
の
軍
事
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
確
保
し
、
実
効
的
な
西
側
軍
事
同
盟
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
姿
勢

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
浮
上
し
て
き
た

ド
イ
ツ
の
再
軍
備
問
題
は
、
英
国
に
と
っ
て
、
た
だ
単
に
西
ド
イ
ツ

に
軍
事
力
を
持
た
せ
る
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
安
定
的
な
戦
後

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
を
構
築
す
る
上
で
死
活
的
に
重
要
な
問
題
で
あ
っ

た
。
一
九
五
〇
年
一
二
月
に
、
ド
イ
ツ
再
軍
備
問
題
に
関
す
る
妥
協

と
基
本
的
合
意
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
西
ド
イ
ツ
が
大
西
洋
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同
盟
の
一
員
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、

東
西
ド
イ
ツ
を
分
断
さ
せ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
」
体
制
と
し
て
の
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
終
章
で
、
一
九
五
一
年
四
月
、
戦
後
英
国
外
交
の

立
役
者
で
あ
っ
た
ベ
ヴ
ィ
ン
外
相
の
死
と
並
行
し
て
、
英
国
外
交
の

土
台
が
大
き
く
変
容
し
、
英
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
な
か
で
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
失
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
が
固
ま
る
様
子
が
論
じ
ら

れ
、
全
体
が
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

3
　
評
　
価

　
以
上
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
、
八
五
〇
枚
を
超
え
る
長
文

の
本
論
文
の
内
容
を
簡
単
に
概
略
し
て
き
た
が
、
以
下
、
本
論
文
の

意
義
と
問
題
点
を
考
察
す
る
。

　
本
論
文
の
意
義
は
、
ま
ず
第
一
に
、
戦
後
秩
序
形
成
を
め
ぐ
る
本

格
的
な
外
交
史
研
究
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
戦
争
後
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
、
そ
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
体
制
に
つ
い
て
は
、
数
々
の
優
れ
た
研
究
が
存
在
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
料
的
な
制
約
か
ら
、
さ
ら
に
米
ソ
間
の
冷
戦
と

い
う
国
際
政
治
上
の
制
約
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
秩
序
形
成
に
関
し
て
は
、
全
体
像
を
め
ぐ
る
議
論
は
極
め
て
乏
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
本
論
文
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
一
連
の
外
相
理
事
会
お
よ
び
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
講
和
会
議
を
研
究
対
象
と
し
て
、
大
国
間
協
調
を
め
ぐ
る
外
交

交
渉
の
歴
史
を
解
き
明
か
し
、
詳
細
か
つ
体
系
的
に
分
析
し
た
意
義

は
非
常
に
大
き
い
。
わ
が
国
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
に
み
て
も
、
貴

重
な
外
交
史
研
究
を
得
た
と
い
え
る
。

　
第
二
の
意
義
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
的
に
扱
わ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
安
全
保
障
問
題
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
、
歴
史
的
な
流

れ
の
な
か
で
統
一
し
て
分
析
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
細

谷
君
は
、
「
米
ソ
冷
戦
史
観
」
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
観
」
を
相

互
補
完
的
な
も
の
と
と
ら
え
、
両
者
を
融
合
す
る
歴
史
観
を
分
析
の

基
礎
に
す
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
、
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
、
北
大
西
洋
条

約
や
ド
イ
ツ
再
軍
備
な
ど
の
諸
問
題
に
関
し
て
、
従
来
と
は
異
な
る

新
鮮
な
解
釈
が
得
ら
れ
た
。

　
第
三
の
意
義
は
、
米
国
政
府
の
視
座
を
相
対
化
す
る
た
め
に
、
英

国
外
交
の
立
場
か
ら
戦
後
秩
序
形
成
を
考
察
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
冷
戦
史
研
究
は
、
米
国
政
府
が
公
開
す
る
資
料
に
大
き

く
依
存
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
逆
に
、
米
国
政
府
が
認
識
す

る
利
益
と
発
表
す
る
意
見
、
自
己
擁
護
だ
け
で
な
く
、
偏
見
さ
え
も

反
映
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
短
所
が
あ
っ
た
。
細
谷
君
は
、
米

国
外
交
の
立
場
か
ら
戦
後
秩
序
形
成
を
眺
め
る
意
義
を
認
識
し
た
上
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で
、
前
記
の
短
所
を
克
服
す
る
た
め
に
、
よ
り
相
対
的
な
視
座
を
設

け
る
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
英
ソ
間
の
利
害
対
立
、
英
仏
間
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
め
ぐ
る
対
立
、
英
米
間
の
大
西
洋
同
盟
構
築
を

め
ぐ
る
外
交
交
渉
な
ど
、
英
国
外
交
の
視
座
か
ら
戦
後
秩
序
形
成
を

眺
め
る
利
点
は
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
ウ
ィ
ー
ン
会
議
以
来
、
後
世
に
お
い
て
英
国
外
交
が
成

功
し
た
と
評
価
さ
れ
る
様
々
な
局
面
を
導
い
た
大
き
な
理
由
は
、
つ

ま
る
と
こ
ろ
意
図
に
お
け
る
淡
泊
さ
と
、
手
段
に
お
け
る
柔
軟
性
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序

形
成
を
め
ぐ
っ
て
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ソ
連
お
よ
び
米
国
か
ら
の
増
大

す
る
影
響
力
の
狭
間
に
あ
っ
て
も
、
な
お
英
国
外
交
は
大
陸
諸
国
な

ら
び
に
域
外
大
国
と
の
微
妙
な
関
係
の
取
り
方
に
よ
っ
て
、
少
な
か

ら
ず
主
導
性
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
本

論
文
の
地
味
で
は
あ
る
が
大
き
な
学
問
的
貢
献
で
あ
る
。
こ
う
し
た

英
国
外
交
の
伝
統
は
、
ピ
ッ
ト
と
そ
の
二
人
の
後
継
者
、
カ
ー
ス
ル

リ
ー
と
カ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、
さ
ら
に
パ
ー
マ
ス
ト
ン
、

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
、
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
に
連
綿
と
引
き
継
が
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
行
動
原
則
は
ベ
ヴ
ィ
ン
率
い
る
第
二
次
大

戦
後
の
英
国
外
務
省
に
も
濃
厚
に
継
承
さ
れ
て
い
た
。
本
論
文
に
は
、

細
部
に
わ
た
っ
て
そ
う
し
た
優
れ
た
外
交
政
策
運
営
と
卓
越
し
た
外

交
術
の
妙
が
適
切
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
の
意
義
は
、
本
論
文
が
多
く
の
未
公
刊
の
一
次
資
料
を
駆
使

し
て
、
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
細
谷
君
は
、
本
塾

と
の
交
換
留
学
生
と
し
て
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
大
学
院
に
留
学
し
た

が
、
留
学
中
お
よ
び
そ
の
後
も
た
び
た
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
訪
れ
、

英
国
公
文
書
館
や
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
図
書
館
な
ど
で
膨
大
な
数
の

資
料
や
文
献
を
幅
広
く
渉
猟
し
、
じ
っ
く
り
と
丹
念
に
読
み
込
み
、

議
論
の
証
拠
と
し
て
巧
み
に
用
い
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
形
成
を
理
解
す
る
た
め
に
、

残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
な
い
。
細
谷
君
自
身
も
序
章
の
な
か
で
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
に
、
本
研
究
が
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
断
」

体
制
の
西
側
諸
国
の
外
交
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
た
め
に
、
分
断
線

の
反
対
側
の
東
側
の
諸
国
、
と
く
に
ソ
連
に
つ
い
て
多
く
が
語
ら
れ

て
は
い
な
い
。
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の
全
体
像
を
理
解
す
る
に
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
東
側
の
資
料
や
視
点
も
必
要
に
な
る
。
冷
戦
が
終

っ
て
か
ら
一
〇
年
、
中
・
東
欧
諸
国
や
ロ
シ
ア
の
外
交
文
書
が
徐
々

に
公
開
さ
れ
、
研
究
上
の
利
用
と
そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
研
究
成
果
が

待
た
れ
る
。

　
第
二
の
問
題
点
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
資
料
の
利
用
が
少
な
い
こ

と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
ヤ
ル
タ
会
談
や
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
に
招
か
れ

な
か
っ
た
が
、
と
く
に
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
以
後
今
日
ま
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
に
果
た
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
役
割
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
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を
考
え
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
資
料
と
外
交
の
視
座
を
よ
り
多
く
加
味

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
な
る
考
察

が
望
ま
れ
る
。

　
第
三
の
問
題
点
は
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
諸
国
や
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸

国
に
つ
い
て
の
記
述
が
少
な
く
、
本
論
文
が
大
国
の
外
交
を
重
視
し

て
る
点
で
あ
る
。
小
国
が
、
戦
後
秩
序
形
成
に
果
た
し
た
役
割
に
つ

い
て
は
、
再
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
諸
国
の
多

く
は
、
外
交
文
書
の
公
開
に
つ
い
て
五
〇
年
ル
ー
ル
を
と
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
研
究
対
象
と
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
検
討
が
望
ま
れ
る
問
題
が
残
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
本
論
文
の
学
界
に
対
す
る
学
問
的
貢
献
は
極
め
て
大
き

い
と
判
断
す
る
。
な
お
、
本
論
文
の
も
と
に
な
っ
た
論
文
は
、
七
本

の
研
究
論
文
と
し
て
、
『
法
学
政
治
学
論
究
』
（
第
三
三
、
三
四
、
三

五
、
三
六
、
三
八
、
四
〇
、
四
三
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
細
谷
君
の
精
力
的
な
仕
事
ぶ
り
を
現
す
ば
か
り
で
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
論
文
が
独
立
し
た
レ
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
審
査
を
経
て
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
学
問
的
水
準
に
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
『
史
學
雑
誌
』
（
第
一
〇
七
編
第
五
号
、
第
一
〇
八
編

第
五
号
）
の
一
九
九
七
年
お
よ
び
一
九
九
八
年
の
学
界
展
望
な
ら
び

に
『
年
報
政
治
学
』
（
一
九
九
九
年
）
の
一
九
九
八
年
の
学
界
展
望

の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
な
か
の
い
く
つ
か
の
論
文
が
紹
介
さ
れ
、
論

旨
明
快
な
好
論
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本

論
文
を
構
成
し
て
い
る
諸
論
文
の
学
問
的
意
義
と
水
準
に
つ
い
て
歴

史
学
お
よ
び
政
治
学
の
両
学
界
で
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
が
す
で
に
認
め

ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
本
論
文
の
一
部
は
、
日
本
国

際
政
治
学
会
（
一
九
九
七
年
春
季
研
究
大
会
）
な
ど
で
報
告
さ
れ
、

専
門
家
に
よ
る
学
問
的
討
議
を
経
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

　
　
4
　
結
　
論

　
よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
細
谷
雄
一
君
が
提
出
し
た
本
論
文
が
博

士
（
法
学
、
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

内
容
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
こ
に
そ
の
旨
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
二
〇
〇
〇
年
三
月
三
日

主
査

副
査

副
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

田
中
　
俊
郎

池
井
　
　
優

赤
木
　
完
爾

151


